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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（4月 26 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　先日、夫の実家にお邪魔した時、割れたお盆がそのまま
になっていました。そのお盆は息子と亡くなったお義母さ
んがよく使っていたものでした。割ったのはお義父さんだっ
たのですが、一緒に住んでいる息子には素直に謝れていま
せんでした。お父さんと息子は長年不仲なので、余計に言
い出し辛いのでしょう。今まではこのような事も何も無かっ
たように過ごして来たのでしょうが、勇気を出して謝るこ
とをお父さんにお勧めしました。小さい事に忠実でないと
将来の和解に結びつかないと思ったからです。でも自分を
振り返ると、私の和解は置きっぱなしにしていることに気
づきました。私は手紙やメールの返事をするのが苦手です。
忙しさや面倒くささを理由に１ヶ月後に返信したり、返信
せず連絡が途絶えたり。腹立たしい悲しい思いをさせてい
ます。
マタイ 5：23-24「だから、祭壇の上に供え物をささげよう
としているとき、もし兄弟に恨まれていることをそこで思
い出したなら、供え物はそこに、祭壇の前に置いたままに
して、出て行って、まずあなたの兄弟と仲直りをしなさい。
それから、来て、その供え物をささげなさい。」
ルカ 16：10-11「小さい事に忠実な人は、大きい事にも忠
実であり、小さい事に不忠実な人は、大きい事にも不忠実
です。ですから、あなたがたが不正の富に忠実でなかったら、
だれがあなたがたに、まことの富を任せるでしょう。」
　私のために十字架に掛かられたイエス様のことを思いな
がら神様に謝り、その赦された安心感をもって相手の人に
もきちんと謝っていきたいです。わたしにとって小さい事
に思えた返信を忠実にしていきたいと思います。私には形
式的表面的と思えてしまうようなこと、私には不正の富の
ようなことを忠実に管理して、他人の和解のことも神様か
ら任せられるようになりたいです。

アモ４章～オバ１章  水 7金9

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
今週はアモス書を見ていきたいと思います。アモスの
時代はユダの王ウジヤ（前792―740年在位）、イスラ
エルの王ヤロブアム 2世（前 793―753 年在位）の時
代です。アモスの活動した期間は前 760―750 年頃で
あろると考えられています。アモス書のメッセージは、
神の公義と正義がベースとなっています。アモスの神
は正義の神でした。彼は端的にこう断言しています。「わ
たしを求めて生きよ」（5：4）、「善を求めよ。悪を求
めるな。そうすれば、あなたがたは生き」（5：14）る
ということです。イスラエルの民にとって、生きるた
めになすべきことは、主なる神を求めることでありま
した。目先の繁栄や驚異的な経済成長の背後を射抜く
目で、彼は抑圧されている貧しい者の存在を見ていま
す。このようなイスラエル社会の不正は、必然的に神
の審判の告知をもたらしました。主との契約と律法を
捨てたイスラエルに対して、主はさばきを予告されて
います。アモスはこのように厳しいメッセージを伝え
ていますが、忠実な残りの者に対しては慰めと回復の
メッセージも伝えています（9：11 - 15）このように
アモス書からは緊迫した神様の思いが伝わってきます。
私たちもうなじのこわい人にならず、すぐに悔い改め
るものになっていきましょう。
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（要約者：平澤　一浩）

「影響を受けるものから与えるものへ」

　　ゲーテの言葉より
先週も語られましたがイエス様が周りにいる人たちをこのように見て
いました。「彼らが当然そうあるべきように人々を扱いなさい。そうす
れば、あなたは、彼らがそうあるべきものになるのを助けることにな
るだろう」ということです。聖書にはイエス様はペテロ、姦淫の現場
で捕えられた女、サマリアの女、パリサイ人たち…すべては彼らの将
来の姿を見て接していました。ですからそれに至らない問題を取り除
くことが目的でした。私たちは今しか見ることができなくなってしま
いました。しかし私たちはイエス様を通してすなわち信仰によって周
りの人を見る時、その人の将来を信じて進むことができるのです。

　　切れる包丁とは
普段使っている包丁ですが良く切れるために工夫がされているので良
い切れ味が長く続いていると思います。ではただの金属を伸ばしただ
けで切れるようになるのでしょうか。実は包丁が切れるためには“焼き”
が必要だったのです。いくら研いでもこの焼きが入っていないと切れ
ない包丁になってしまうのです。それは焼きを入れることによって不
純物が取れ、金属の分子レベルでしっかりと結び合わされるからなの
です。
　　今日のテキストより（マタイ７：１３～２７）
天国に入るためにどのような信仰生活を送るべきなのか記した有名な
箇所です。ここでは①狭い門から入りなさい。②偽預言者たちに気をつ
けなさい。偽預言者として近づいてくるのであれば、警戒し、従うこ
とはないと思います。しかし彼らは巧妙です。あたかも正しい言葉の
ように忍び寄り、残していくのです。それは日常的に交わされる会話
の中にも潜んでいるかもしれません。ですから私たちは実を見て判断
しなさいと言われているのです。③「主よ、主よ」というものが神の国
に入るのではない。その言葉を実践するものが入れるのだということ
です。そして私たちは自分が “どのようにあるべき” なのかを知って
いるでしょうか。これがなければ右往左往する歩みになってしまいま
す。神様は私たちがあるべき姿に戻って行くことを求めていて、それ
は私たちを通して多くの実を結んでいくようになるからです。私たち
は完璧に創造された存在です。実を結ぶことができるのです。それは
私たちが神様からの言葉をしっかり聞いて行う必要があります。私た
ちを悪くさせようと働いている力があります。その声に聞いて行うと
私たちは悪い実を結ぶ行動につながっていってしまいます。羊は飼い
主の声を聞き分けれると聖書に書いてあります。私たちは聖書の言葉
に従う者になりたいと思います。

　　影響を受けるものから与えるものへ
　　～ウィルスバスターを入れていますか？～
昨今パソコンが普及し、インターネットも浸透してきました。しかし
危険性も増し加わりました。パソコンを守るためにセキュリティー対
策ソフトを導入しないといけなくなりました。いわゆるウィルスバス
ターとよばれているものです。パソコンがウィルスに侵されてしまう
と本来の能力を発揮することができないばかりか、指示していない周
りや自分に害を与えることを勝手にするようになってしまいます。こ
れは人にもたとえることができます。まず、私たちが間違った情報（ウィ
ルス）によって神様が造った姿ではなくなっていきます（ウィルスに
侵された状態）。そして周りに悪い影響を与えるもの（パソコンが悪意
ある他人によって操作されたり、情報を盗み出されたり）になってい
くのです。これは私たちが怒ってしまったり、感情的になったり、落
ち込んだり、不安、恐れ…によって様々な行動にでてしまうことにた
とえることができます。また、パソコンがいつもと違う動きをしてい
たら、原因を調べ対策をとるものです。私たちは教会にきて、神様か
らのメッセージを聞いて本来の姿とは違っている部分を少しづつでも
良いから元に戻ろうとしています。これが影響を与えるものへと変わっ
ていくことにつながります。しかしそれを認めないという状態が影響
を受けるものなのです。私たちが本来聞くべき言葉を聞かず、聞いて
はならない言葉に耳を傾け、するべきことができず、してはならない
ことをしてしまうことはないでしょうか。そのために神様は私たちに
御言葉を残しました。もう一度その言葉に戻りたいと思います。

　　　純粋とは
「神のことばは、すべて純粋。神は拠り頼む者の盾。（箴言３０：５）」
純粋と①はまじりけのないこと。②邪念や私欲がないこと。③いちずに
行うことなどがあります。へブル語では「精錬する。ためす」という
意味があります。純粋とは精錬することなのです。包丁のたとえでも
話しましたが鉄を精錬する意味は不純物を取り除き、純度を上げてい
くためなのです。そして焼きを入れ精錬しつづけていくと、強い鉄に
変わっていくのです。神の言葉によって生きていこうとする時、それ
は私たちの生き方が精錬され、純度がましていくことにつながります。
そうすると今まで影響を受けていた事柄に対しても影響を受けなく

なっていくのです。そして段々と影響を与える人になっていくことが
できるのです。それが狭い門から入り続ける生き方なのです。だから
こそ、私たちは今置かれている環境に逃げてはいけないのです。また
偽預言者の言葉に負けてはいけないのです。私たちは精錬されて影響
を与える人になっていきましょう。

　　　①偽りの言葉を聞かない（実）
「人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出る一つ一つのことば
による（マタイ４：４）」にあるように私たちは誰の言葉によって生き
ているのかを聞き分けていかなくてはいけません。「鼻で息をする人間
をたよりにするな（イザヤ２：２０）」と書いてあります。今日、私た
ちは決断したいと思います。人からの言葉に影響を受けない！という
ことです。しかし私たちは周りに人々に対して、良い影響のある言葉
を語らなければなりません。影響ある言葉というのは人をの言動を変
えていきます。私たちが語ったことで相手が何も影響を受けなかった、
すなわち変化しなかったことがあったのであれば、それは相手との関
係でまだ改善するべきところがあるということです。その原因が何で
あるのかを見極めないといけないのです。相手にとってベストな言葉
を相手の立場にたって伝えていきましょう。それは実で判別すること
ができます。良い実がなれば良い影響をを与えていることになるので
す。それは厳しい言葉であっても将来と希望を与えるのです。反対に
偽りの言葉は絶望、あきらめ、怒り…を与えていくのです。それでは
言葉を語る意味がありません。私たちは良い実を残す言葉をかけてい
きましょう。

　　　②狭い門から！！
「らくだが針の穴を通るように」と聖書に書かれています。針の穴とは
イスラエルの城壁の中に入るための門の名前です。らくだが通るには
膝をかがめて入っていました。このように狭い門から入るには私たち
が神様の前に膝をかがめてへりくだらなければいけないのです。反対
に広い門から入る人は多くいますが、最終的に行くところは滅びなの
です。狭い門から入る道とは自分と向き合い、今までの価値観を捨てて、
聖書の価値観で生きていくのです。それは敵をも愛する道であり、憎
しみを捨てて愛する道であり、いつまでもあきらめない道…ほかにも
あると思いますがこれらのことを行っていく道なのです。私たちは喜
ぶ者と一緒に喜ぶのです。そのために嫉妬を捨てることがあるかもし
れません。この道はいのちに至る道であるとイエス様が先に歩まれま
した。だから私たちも狭い門から入っていきましょう。

　　　③神の言葉に生きる
御言葉の上に家を建てる人は賢い人であると聖書は伝えています。私
たちは何の上に建てられているでしょうか。私たちは一人ひとりは石
かもしれませんが、集まれば岩盤のようになります。そうなれば、私
たちは互いに支え合いながら家を守ることができるのです。私たちは
神様からの言葉を守らなければなりません。そして行っていきましょ
う。私たちは行わないで不平不満を言うのではなく、行う者になる必
要があるのです。私たちは神様の前に従順なものにならなければいけ
ません。私たちには収穫する実を用意してくださっているのです。

まとめ
ある潜水艦が試験航行をしていました。そして潜航した時、
艦に溶接にミスが一か所そこから漏水していきました。その
ため潜水艦は沈没し、多くの犠牲者を出すことになったので
す。このように私たちは自分の中に問題があっても気がつい
ていないとそこから多くの問題が起こり、悪い影響を与えて
しまうのです。私たちは自分自身をもう一度振り返り、ウィ
ルスに侵されている部分はないだろうかを確認していきま
しょう。また、今まで様々なところから語られている言葉を
思い出してみましょう。影響を受けるものから与えるものに
なるために今週も神の言葉に生きていきましょう。
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